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１．第３次AIブーム

　本日は金融市場、特に資産運用に関して、ビッ

グデータと機械学習、人工知能（AI）にどのよ

うな最新の技術があるのか、またその技術でも対

応できない限界について、その限界を超えようと

する新しい挑戦について述べる。

　最初に、最新の技術を幾つか紹介したい。私は、

一昨日までマカオで開催された世界最大の国際

AI会議に出席してきた。参加者は約4,000人で、

基礎的なAIの技術やアプリケーションの紹介も

あったが、今回は、特にファイナンス分野への

AIの応用が注目された。データマイニングや自

然言語処理の応用など、金融分野のテーマに絞っ

たAIのワークショップは初めての試みであり、

私も発表を行った。

　最近では、AI、機械学習、ビッグデータ解析

といった言葉が広く報道されて、画像解析、音声

解析、更にチェスや囲碁などのゲームの分野でも、

応用が進んでいる。様々な分野でAIが使われる

ようになった背景には、三つの技術がある。一つ

はビッグデータが様々な分野で入手できるように

なったことである。例えばフェイスブックであれ

ば、100万人の顔が簡単に入手できるようになっ

た。次いで深層学習（Deep Learning：ディープ

ラーニング）である。ただ金融分野では画像や音

声に比べて小規模なデータしかない。スモールデ

ータでAIを扱うことは技術的な試練である。後

ほど、最新の状況を報告したい。三つ目は、大規

模なデータに対して非常に高速で複雑な解析を可

能にする大規模並列計算技術、コンピューティン

グパワーである。高度な解析をマシンパワーでこ

ビッグデータと人工知能を用いたファイナンス研究の展開
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